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歌唱形態について
ユダヤ音楽研究w

　　　　　　　　　　　　　米
水　　野　　信　　男

　　　　　Nobuo　MIzUN0

　　　0n　the　Smgmg　Forms

－StUd1es1n　Jew1sh　Mus1c（IV）一

　ABSTRACT．The　Jew1sh　songs　ha∀e　three　forms，name1y，so1o，chorus（m1son）and．the1r

a1temate－respons1Ye－　smgmg（so1o　vs　so1o，so1o　vs　chorus，chorus　vs　chorus）　These
forms　were　a1so　adopted　mto　Jew1sh　re11g1ous　cant111at1on　or　songs，and　haYe　been　preserved

m　the1r　trad1t1on　unt11today　Th1s　paper　espec1a11y　dea1s　w1th　the　respons1ve　smg1ng

（伽妙1zo伽，ヅθ功o〃50r肋〃，refram，mterject1on），f1rst　from∀1ewpomt　of　ethnomus1co1ogy，then

from　h1stor1ca1ang1e＿centermg　aromd．psa1mody
　In　add1t1on，1t　w111be　tr1ed　to　ana1og1ze　the　anc1ent　smgmg　sty1es　of　the　Jews　w1th　the

present　ones　of　Yemen1－Jew1sh　commm1ty

　ユダヤの歌に一般にみられる形は，独唱，合唱（斉

唱），応答唱（独唱対独唱，独唱対合唱，合唱対合唱）
　　　　　　　　2）
の3種に集約される。これらの歌唱形態は，その宗教歌

にもとり入れられ，長い歴史を経て，今日まで保たれつ

づけている。本論文では，とくに，その応答唱の形態を

とりあげ，まず，民族音楽学的に，ついで，詩篇を中心

に，歴史面から観察する。

　そして，あわせて，古代ユダヤの歌唱形態について，

イエメン・ユダヤ人共同体の現行形態からの類推を試み

る。

　I　応　　答　　唱

1　民族音楽学的に

　ふつう仕事歌とよばれる種類の歌の中には，互いに応

答しあいながらうたいかわす，いわゆる応答唱の形態を

もつものがある。これは世界的な現象で，たとえば，日
3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）

本をはじめ，ポリネシア，ベトナム，インド，アラブ

圏，アフリカ，イタリア，イベリア半島など各地にみら

れるが，セム人種についても例外ではなく，現在の近東

　　　　　　　　　　　　　　12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
では，この形態はごくありふれたものとなっている。歴

史的資料としては，5世紀，St　AugustmusとH
　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
S1domusが，船乗りのce1eusma－ca11について記した
　　　　7）
ものがある。

　ところで，この応答唱形態を宗教曲にとり入れたの

は、おそらくユダヤ人が最初であり，なぜ採用したかと

いう問題は，ひとまず別にしても，その採用自体，重要

な意義をもつものといえよう。ここでは，オリエントの

ユダヤ人共同体の歌を中心に，応答唱のさまざまの形態

をひろってみる。

（1）イエメン・ユダヤ人共同体

　盈．女性の歌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
　イエメン・ユダヤ人共同体には，「女性の歌」があ

る。この歌の特徴は，せまい音域，周期的におこる小モ

ティーフ，いつまでも継続する詩旬をもった即興の叙情

詩，non－metrica1のリズム構造などで，実際には，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
ant1phOnaの形態でうたわれる場合が多い。

　㎞H⑰㎜㊥S⑪皿暫

　イエメンのシャバットと祭りのための神秘的・冥想的

Ex1Jemen　Morgengebete（揃r　Sabbat　und　Werktage）

　肌1士仰　　（（Wムε払　へ（

脇・ぐ、 ∩、＼（　伽ら如 ’3

．肋9企件 〆；・（、

隼舳1ハん（．
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26 ユ　ダ　ヤ

なHome　Songは，民族的拝情詩の中心を形成し，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）
の大部分は，イエメンのバロック詩人でカバリストの

1Mor1Sa1m　Schabaz1（1619）の系統をひいている。

このHome　Songの演唱形態は，ant1phona1で，2

つの交替するグループによる。

音　楽　研　究

⑬．シナゴーグの宗教歌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
簡単なresponsommの例が数多くある。（Ex1）

刮．シナゴーグ外の宗教歌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
2人以上の人数によるant1phonaの例が多い。

（Ex．2）

1，岬吐2．∫沃ハer

　　14）
Ex．2　Jemen　Sabbat11ed一

　　　　　　　　　　　千、舳λZ5伽ξr

工舳仙．蜥・r　　　　4、以ψ．∫加ε。 3．“n♂な．∫乞η包r

1．舳此2．∫伽～

ふ肺仙∫卿・（　　（

　　17）
Ex．3　Ps113，1～2　Hebrew　Psa1mod．y　from　Yemen（“Ha11e1”一Ps），w1th

　　　　Ha11e1u1a＿1nterpo1at1ons

　　　　　　　（　　．
　　　V仏　　　。

囲・パ（舳11一作　　　国舳一必刈火

　　　　　　　　　　　へ

團舳一パ久。り一パー州

園閑亘。．1帆　ゼt・・1舳A－1。．

匝国舳地・ル小

『

　　匝司H泌伽J瓜

　。　　　名

’hツ・

V．2

図・・仙1榊・曲サ巾㌧w・・必

匝困H化ω伽加j久

帆五一込wリ泌　　｛o．工舳

　　　　　　　　15）
　e　Hau㊧l　P醐1㎜

　交唱による聖詩詠唱のもっとも興味深い発展が，イエ

メノ系ユタヤ人のHa11e1Psa1mにみられる。rすき

こしのいわい」（輸越節，Passover）の夜，Ha11e1

Psa1mが唱えられるとき，各半旬のあとで，“Ha11e－
　　　　　　　　　　　　　　　　16）
1u〕a－refram”を付加する習慣がある。（肱3）

　（会衆のうたう“Ha11e1u〕a－refram”は，初期キリス

ト教歌にも，再びみつけることができる。その後，そ

れは，独立形式へと徐々に発展し，やがて中世のSe－

quent1a，trOpusとなる。）

　f．C鋤削1a拭⑪蛆を教える場含

　cant111atlonを，おとなが子どもに口伝えで教える

際，一種の応答形式をとる例がある。（肱．4）

　　18）
Ex4　Deut6，4（8ん肋α157伽Z－L1sten　Israe1）一Yememte　Tr1be

撚

ふ晩

瓢

　　　　　　　1嚇齢1一・小か：

。　洲・｛　一　　　　レー外．
　　　　lA・如州急J曲川映：
雷　F8r　　」・　　　　　　　　　　　1

舖㈱畑鳳逆 《・幽胆　　4北・一e一肌
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　　19）
Ex5　Ps113，1～4　Psa1mody　from　Afghan1stan　responsor1a1verse　by　verse

　　　　V．1

　　　　　厘囲H，M色｛小舳．1、㌦池舳仰，1洲、伽1㈱A小Ψ一

　　　　V．ユ

　　　　　匝困，．
　　　　　　　J一比・｛幽舳一W“1－w－r・』㌧　　　脈ρいい・，眺．伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　函
　　　　　　　舳・吻一凧い‘』㈹雌舳紬wo－o，　沽M一刷　51』蜘＾一あ一悩，・一

　　　　vみ　’　．　　　　　　　　　　。．

　　　　　囲　　　．　　　　　J　”‘”　．亡厚
　　　　　　　R舳仙～り㎜・パか・沙　　　　‘”ト舳㎞棚コ岬kg帥一由・

27

w
匡囚．　　　　　　㌧　　ぱ＾い｛ザM沙～一・・

　　20）
Ex．6　Ps．19，1～5：Psa1mody　from　Bagdad一，responsor1a1between　ha1f－cadenzas．

区副姐洲w、ξ刈肺卿。、〃P久、、‘1． V．机
Hα・1此柵小・’∫・叩一・’胴 k舳｛囲

4

・薗恢一τM、、ム、．、、私二氏．
加且’」…M一』二一㌧・柵r

囚ぺ．w五パ．州、jl．、ム．れ．ば．㌻牝。，舳、、，．伸、久．、、、

函1（R剛
　　W1刈・瓜且㌧勾一刈，北一。uぺ仏t． 印ト脈川㌧箏地一W仏・r［洲

囮川、1、、1．仰ルよ肚、机．v㌔㌧kM．kに．ひ一、、t、」似．、～レ、、、．

（2）イエメン以外のオリエント⑤ユダヤ人共同体

　responsona1な唱法は，イエメノの他，多くのオリ

エノト共同体で吟唱されるEasterの詩篇（と詩篇に類

似したprayer）の中にも発見される。

　五）アフガニスタン⑤ユダヤ人共同体

　Ex．5では，まず，主唱者がうたいはじめる。節の

後半，あるいは最後の部分は，refrainとして，会衆に

よってうたわれる。

　ぷ）パビロニア　（バグダード＞イラク）・ユダヤ人共

同体

　肱⑮は，より複雑なresponsOr1a1chantmgの1
つである。

　2．歴史面から

（1）旧約聖書「詩篇」について

　馳．“h包1f－y㊥醐鍋”

　旧約聖書のうち，Job，Proverbs，Psa1msは，短い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）
2部に分かれたフレーズの特殊な構成をもっている。

古代のたいていのセム文明にみられるこの詩の構成は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　22）
ヨーロッパのそれとは非常に異なっている。これが，最

初からPub11c　smgmg（response）に適した節をつく

ることを目的としたものかどうかは明らかでないが，た

しかに，そのようなresponseの書式を思わせるに十
　　　23）
分である。

　　　　　　　　　24）
　詩篇の節の大部分は，2つの類似するha1f－yerses
　　　　　　25）
からなっている。後半節は前半節の内容を別の詩的直愉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26）
あるいはイメージでくりかえす（いいかえる）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）
　肱．7のPs．91，1～2は，日本語訳聖書では次のよ

うになる。

　1．いと高きもののもとにある隠れ場に住む人，

全能者の陰にやどる人は，
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　2一主に言うであろう，　rわが避け所，わが城，

わが信頼しまつるわが神」と。

　Ex・8では，Ps．91，1～2がha1f－yersesの対旬法

にしたがってうたわれている。

楽　研究

Ex．7　Ps．91，1～2

　　伊’ぺ1りい州ガ・
　　　　　　　　　　　　　④

鵯瓜’㌣l13パ舳㎡・い

　　28）
Ex　8　Ps　91，1～2（Sephard1c＿Or1enta1）

一1さ～’W刈二1：1蕊ぎ搾～螂か州州㎞榊鴎プ言榊

　以上のように，意味内容の類似したha1f－verses

が，responseを意図したものではないかと思われるの

である。

　詩篇の最古のうたい方は，Dr．E．Gerson－Kiwiによ
　　　　　　　　　　　　　　　　　29）
れば，textの詩的構造に一致していた。ha1f一∀erses
　　　　　　　　　　　30）
の演唱には3つの形態がある。

　ビ）斉唱

　（口）2つの対応するクループによるant1phona1な方

法

　いprecentorと会衆のコーラスによるresp㎝sor1a1

な方法

　このうち，（口）とりの形態は，多くのオリエント。ユダ

ヤ人共同体に今ものこっている。いの形態は，ユダヤの

シナゴーグ儀式の憤用的なうたい方で，とくにオリエン

トの共同体では好んで用いられる。そして，これらの形

態は，古代キリスト教の宗教儀式にうつされた。ロー

マ、ヒザノヂノの初期のキリスト教歌rEasterの

Ha11e1u1a－ca11s」は有名な儀式習慣の1つである。

　b．エクフォネティック。ノーテーション

　詩篇のエクフォネティック・ノーテーションも，応答
　　　　　　　　　　　　　　　　　31）
唱形態に関連づけて考えることができる。

　すでに，前項（塾）のEx．7でも，前半節のおわり

にd1SjmCt1Ve記号’A肋αん（ハ）がおかれ，後半節の

おわりには，やはりdisjmcti∀e記号8〃岬（：1）が

付されていたのが注目されよう。
　　　　　　　　　　　　　　　32）
　さらに，いわゆる「ハレルヤ」詩篇では，一層顕著な

記号をみることができる。
　　　　　　　　　33）
　Openmg「ハレルヤ」は，つねに記号ムθg’αブ脳ん

（strong　d1s〕unct1ve　a㏄ent）（「）をもち，次につつく
　　　　　　　　34）
語から切り離される。（肱．⑨）
　　　　　　　　　35）
　C1osmgrハレルヤ」は，つねに記号3z〃〃q（fu11－
　　　　　　　　　　36）
stop　sign）（：i）をもち、「ハレルヤ」の直前の語には
　　　　　37）
Gブθα玄　Rθ肋α’　（the　　third　strongest　disjunctive

aCCent）（勢）がある。（EX．1⑪）

　これら，「ハレルヤ」詩篇のaCCentuat1Onは，朗唱

　　　　Ex．9

　　　　　⑤
・べ1いら」）㌧’肌　　ら、、。つ

　　㌧

　　　　　　⑤
・一一一・小i）㍉肌P、、閑
　　」

　　　　　　①
一…一nΨ1カ1∬；〕巳．1、ゲ

　　　」

Ω．イ舳9∬、、．、、

Ex．10

　　　　○
臨仏w」・…一巳．叫

噂仙

時＾

　①r
刈r3」㌧＿巳，1．5

○グ
1阿ト・一…巳一叫

の際，そこで，いったん歌の流れがとぎれることを示し

ている。responsoriumのneumeに似ないでもない。

とすれば，so1oistがうたいおわり，コーラスがはじま

るか，または，この逆の形（コーラスがおわり，so1o1st

がうたいはじめる）を暗示しているとも考えられ，かつ

て，詩篇が，応答唱の形態でうたわれていたこIとが想像

されるのである。
　　　　　　38）
　c．rハレルヤ」

　Dr　E　Gerson－K1w1はrハレルヤの起源は，一般に

オリエントのユダヤにある。詩篇，とくに「ハレルヤ詩
39）

篇」の「ハレルヤ」は，古代ユダヤ音楽においては，一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　40）
種の歓呼の文句で，応答のことばであった』とのべ，

「ハレルヤ」の応答唱様式をはっきり肯定している。

　rハレルヤ」の応答唱様式は，古代パレスチナ，シリ

アのユダヤーアラムの中心地に起源をもつということが

できよう。後になって，rハレルヤ」はPsa1modyの原

sokyu



水　　野　　信　　男 29

型となり，Psa1mからPsa1m－paraphraseへと展開

し，中世ヨーロッパの多くの文学，儀式的発展と結びつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41）
いて，新音楽形式をみちびきだすことになる。
　　　　　　42）
　姐．詩篇の構成

　旧約聖書。詩篇のうち，第1巻～第4巻のそれぞれの

巻末の詩篇（詩篇41，72，89，106）（b6n6diction，

doxo1og1e）は，本来の詩篇に属さない性質をおびてい

る。これらの詩篇は，儀式でのr感嘆の叫び」として役

立ち，応答唱に適している。
　　　　　　　　　　43）
　Ps．41（第1巻。巻末）

　　・・イスラエルの神，主はとこしえからとこしえまで

ほむべきかな。アァメン，アノメン。

　Ps．72（第2巻。巻末）

　　・イスラエルの神，主はほむべきかな。……アァメ

ン，アァメン。

　Ps．89（第3巻・巻末）

　　・・主はとこしえにほむべきかな。アァメン，アァメ

ン。

　Ps．106（第4巻・巻末）

　　・・イスラエルの神，主はとこしえからとこしえまで

ほむべきかな。すべての民は「アァメン」ととなえよ。

主をほめたたえよ。

　第4巻・巻末の詩篇106の，『すべての民は「アァメ

ン」ととなえよ』ということば（詩旬）は，集会の座

長，聖歌隊員らがdoxo1og1eを唱えると，会衆が彼ら

にAmenで答えることを意味している。この形態は，

古代神殿の礼拝のあらゆる場合に使われた。そして，そ

れは，今なお㌧ユダヤの伝統の中に保存されつづけてい
44）

る。

　また，いくつかの詩篇は，そのオリジナルのteXtの

中で，いわゆる交唱（ant1enne）と呼ばれる形態を提供

する。たとえぱ，詩篇42（十43）では，rわが魂よ，何

ゆえうなだれるのか。　　』（1e　grand　Conf1temm1）

が周期的にあらわれる。これは会衆のうたう一定のこと

ば（詩旬）が，一定の間隔で，その詩篇を通していく度
　　　　　　　　　　　　　　　45）
かくりかえされる交唱の原型である。
　　　　　　　　　　46）
（2）古代ユダヤの応答唱

　（1）では詩篇の応答唱について調べたが，ここでは，

一般的に古代ユダヤの応答唄についてまとめる。

　古代のアッシリア、バビロニアは，高度に発達した

hymn，公けのPrayerをもっていた。これらは，

priest，告別者，犠牲の提供者によってうたわれ，

respOnsiveの形態をとった。この形態は，バビロニア

では，イスラエルが出現するずっと以前に行なわれてい

たものである。

　古代イスラエルでは，“refram”の形式が一般に知

られていた。公けの儀式でもっとも多く用いられた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47）
refrainは「アァメン」「ハレルヤ」「ホサナ」　「アネ
　48）

ヌ」などである。

　初期のソナコーク儀式では，最初のbened1ct1onを
　　　　　　　　　　　　　49）
吟唱した後，先唱者（precentor）は，許された時間，

prayerを即興で唱え，再びbenedlct1onでおわった。

その間，会衆は，聴きながら，短いrespOnseをさしは
　　　50）
さんだ。（なお，神殿やシナゴーグで用いられた，きわ

めて短いreframによる応答形式は，初期キリスト教
　　　　　　　　　　　　　　　　51）
会によって，採用されることになる。）

　この形態は，人びとの精神的発展に伴って変わってい

った。かつては1語だったのが，後には成句（phrase）
　　　　　　　　　　52）
で応答するようになった。

　宗教儀式で用いられた演唱形態には，1respons1ve

form，2　ユニソノまたはノロ，3　ant1phona1form

（バランスのとれたグループ間の交互唱）があった。こ

のうち，第3の形態は，旧約聖書には，わずかにみられ’
　　　　　53）
るにすぎない。

　古代イスラエルにおける詩篇，祈祷歌の演唱形態は，

第1世紀の聖者Rabb1Ak1baによって説明されてい
54）

る。神殿の儀式に関する彼の記述によれば，公けのうた

い方には3つの形式が習慣的に用いられた。これらは，

responseが原則であった。

　ピ）①主唱者　前半節をうたう

　　　②会衆　　前半節をくりかえす

　　　⑧主唱者　次の半節をうたう

　　　④会衆　　最初の半節をくりかえす

　（最初の半節は歌全体のreframとなる。）この形態

で，ハレルヤ詩篇（Ps．113～118），Song　of　the　Sea
　　　　　　　　　　　　55）
（Exod．15）がうたわれた。

　値）①主唱者　1度に半行をうたう

　　　②会衆　　主唱者が最初にうたった個所

　　　　　　　　をくりかえす

　学校で子どもに教える場合の形式である。（Joseph

Haga1111の子，Rabb1E11azar－1世紀一の説明によ
る。）

　い　①主唱者　最初の節の全行をうたう

　　　②会衆　　その節の後半の行でこたえる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56）
　これは，真の意味でのrespOnswe形式である。

“Shema　Israe1”（r聞け，イスラェルよ」）　（Deut6，

4～9）が公けにうたわれる際の形式。　（Rabbi　Nehe－

m1ah－1世紀一の説明による。）

　以上が，第1世紀の文献にみられる応答唱の形式であ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57）
　現在のユダヤ人共同体での祈祷書　（Gebet，prayer）
　　　　　　　　　　　　　　　58）
のうたい方には，次の3種類がある。

sokyu

sokyu
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　け）先唱者のレシタティーブ（感謝，祝福の祈祷）と

会衆の「アァメン」

　炉）Antiphonaカントールと会衆の交互唱

　り　UmSOnO全会衆の斉唱

一け）は即興的に，（口）いはシラビックなリズムでうたわれ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　59）
（3）ヘレニスム時代のA皿械凶⑪鵬

　エルサレムの古い伝統の中には，男声と子どもの声に

よるant1phon形式の歌があった。このant1phonは，
　　　　60）
エッセ不派も，信者の2つのクループのant1phonとし

て採用したが，この習慣は，エッセネ派からキリスト教
　　　　　　　　　　61）
へ移されることになった。エッセネ派のエジプト分派で
　　　　　　　62）
あるTherapeutesの音楽儀式は，男声。女声の交唱の
　　　　　　　　　　　　　　　　63）
習慣をもっていたことが知られている。ant1phonは，

Senior（年長者，古老）→グループ→会衆という順序で

なされた。

　ところで，このTherapeutesの音楽儀式が，r死海

の書」のそれによく似ており，「死海の書」の中の

“Hymns　of　Thanksg1ymg”は，r今まで発見できな

かった，単純な詩篇の応答唱形態とant1phonの十分
　　　　　　64）　　　　．　o　・　o　o

完成された形態との中間的段階を提供しているようにみ
　65）
える。」“Hymms　of　Thanksg1vmg”の多くには，明

確なant1phonの構成や3部分形式のhymnは発見で

きないが，chora1refrainと聖書引用旬の結合はすで
　　　　66）
にみられる。

　次の例では，自由な詩句と聖書引用旬が混合してい
　67）

る。これは，古典的なant1phonへの発展過程を意味

する。（この，オリジナルの詩と聖書引用旬の並置は，

初期のキリスト教のhymnOdyで分裂することにな
る。）

　IthanktheeOLord
　For　thou　ho1dest　my　sou1m　the　hurd1es　of11fe

（I　Sam25，29）and　thou　she1terest　me　from　a11

the　snares　of　the　p1t

　And　from　the　wreckers　who　seek　my1ife，
because　I　adhere　to　thy　coyenant

　And　they　are　but　a　vain　brood　and　a　tribe　of

Be1ia1．．．

音 楽　研　究

　Thou　w11t　ensnare　the　feet　of　those　who　spread－

a　net　agamst　me（Ps9，16）

　They　w111fa11mto　the　entang1ements　they
haye　h1d－den　for　my　sou1，but　my　foot　standeth　m

an　even　p1ace　（Ps　7，16）

　In　the　congregat1ons　w111I　b1ess　thy　name

（Ps．26，12）

　hymnの演唱では，儀式の司会者（sem0ト年長者，

古老）がhymnを吟唱し，会衆は，よく知った引用旬

がうたわれると，いつでも伝統的な旋律でSemOrの演

唱に加わり，refra1nや結末の節をうたった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68）
　（なお，Phi1o－Eusebiusのいう男声・女声の交唱
　　　　　　　　　　　　　　69）
は，Dead　Sea　Scm11にはない。）

　これまでの観察から，今日，キリスト教儀式にみられ

る応答唱形態（responsor1u㎜，ant1phona）の起源を古

代イスラエルの宗教歌に求めることは，きわめて自然だ

と思われる。

　1皿　古代ユダヤの歌唱形態

　一イエメン・ユダヤ人共同俸の歌による一
　　　　　　　　　　　　　　70）
　イエメン・ユダヤ人共同体の歌は，一般に，もっとも

純正で古いユダヤの要素を保ち伝えているといわれる

が，このことは，その歌唱形態についても，肯定されよ

う。

1．無　拍　の　歌

　拍節のない歌には，長2度上行の旋律線でうたいだ

し，その後，旋法にしたがって，半ば即興的につむぎだ
　　　　　　　　　　　　　　　　71）
していくような手法をとるものがある。（Ex．11，12，

13）

　　72）
Ex．11　Jemen　Sabbath－Hymne，，A伽3∫ん’αZ“

礼舳咋二㌦へ・　　一．n・

　　　　　　73）
　　　Ex12Jemen　Y；θ∂〃ルグ5〃（男声2人＠⑤の父互唱）

④［二阜；⊥ニム鼻↓μ二狂・メ、。・　㌻ミ・　「江十農傘め

臥　　　　　　　　　　　　　　　　　　止　w 令n細チ ⑤　　　L幽」、　≦．

　　　　（　　　一・　＿④
十　　ヅu4　　．壮十

　　）　L、　　卜」
↓十ムw　令　十「よ
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　　　　　　　74）
　　　　Ex．13

↓↓｝十・十μ　十千十

Yemen．B1b1e　readmg

　　＋・↓レふ　1与　抑“ モム　十〇恒　牡・羊

　　76）
Ex．14　Jemen

処　　　　　　　　　・

A　Y1舳αんん（男声，so1oとchorusの父互唱）

フ…　　　　　　　．、1，11榊　　小（，
十　　　．　　　　　　　　，　。　　　　　　　（　　　　十

　　　㌔r
4　r7　　　　　　　　　　　　　蜘。

亡』oに

十　　　　，　　　　，鮎　　　令　　↓　’十　　　フ

・　　　　　　　　　　　　　（　～に
　　榔。　　　　十　　　　　　，

　　F；
↓㍍工　＾1　、全）

　　77）
Ex．15　イェメン：アラビア語の恋歌

町，ト

2．有　拍　の　歌

　拍節的な歌には，1つの短いフレーズの旋律型を，い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　75）
わば無限に反復しながらうたう形態がある。その旋律型

は，完全な反復ではなく，いくらかの変化を伴いながら

くりかえされていく。この変化は，多分に即興的な性質

のものである。（Ex．14，15）

　　　　　　　　　　　注

1）この小論は，拙稿，1965年度東示本術大学音楽学部

楽理科卒業論文「ユダヤ音楽における古代的諸要素につ

いて」の第3章（「形式について」）をまとめなおしたも

のである。

2）ant1phona（交唱），responsormm（応唱，応答

唱），それに，refram（リフレーノ，折返し、畳句），

mter〕eCt10n（投入旬）つきの形態も含めて、ここで

は，仮に、「応答唱」と総称した。

3）例：ソーラン節など。

4）インドでは，少しの例にとどまっている。

5）FHB　p45参照（畑仕事，ぶどうとりのような純

粋に機能的な労働にともなう歌の例があげられている）。

なお，イエメン系のユダヤ人は，すぐれた職人集団（銀

細工師，くつなおし屋，大工，陶工，ペンキ屋など）を

構成しているが，ふしぎなことに，かれらは，仕事に付

随する歌（仕事歌）を多くもっていない（〃GGγ∬
s．266ff．）。

6）ce1eusma＝A　watchword，batt1e－cry，the　ca11

of　the　s1gna1man　who　g1ves　the　t1me　to　rowers

（0．且D．∬p．212）

7）　F1｛B　p．45

8）r音楽学』第16巻（I・皿合併号）（拙稿＜ユダヤ

音楽研究一リズムについて一＞）p．129f．および，拙

稿＜ユダヤ音楽採譜ノート＞（1965年度東京芸術大学音

楽学部楽理科卒業論文付録2）13，15参照。

9）〃GGγ∬s269　イェメノ：Frauen11eder　（女

性の歌は男性のそれより古いといわれる）

lO）Kaba1ahヘフライ神秘説（中世紀に成立したユタ

ヤの伝説的秘教）。13～14世紀のユダヤの神秘主義と舎

楽との関係は，2つの方向をたどった、1Has1duth
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2Kaba1ah　Kaba1ahでは、祈りに添えられた神秘的関

係を一種のライトモティーフで示すことが行なわれた。

（MGGγ∬s．242）

H）H0〃81（A肋θ疵伽g1）酌〃αgog召〃g硲伽gθ（NL

1～127）参照。

12）HOM81s．63（Nr．14）

13）H0－M81’（Aろ滅Z吻911）　ん4βκ∫ツ〃αgogolZ召　Gθ一

3伽9θ（Nr．128～203）参照。

14）H0－M8∫s．119（Nr．134）

15）rハレルヤ」の詩句をもつ詩篇：Nos．104～105

（c），106（o，・），111～112（o），113（o，c），115～117

（c），135（o，c），146～150（o，c）　（o＝openmg　Ha1－

1e1u工ah，c二c1osmg　Ha11e1uJah）

16）”L　p・7なお。〃L付録テープ（No．7）参照。

17）FHB　p．46；Pんo〃．且K．2881

18）0〃J6ω｛3んハ企侭づ6　（ηκRα”o8肋玄づo〃ρ戸カゐ3

Wo伽ザZ｛o〃G9一〃R7328）No．3→拙稿＜ユダヤ

音楽採譜ノート＞3参照。

1g）FHB　p　47，Pゐo〃　E　K　2861

20）FHB　p47，肋o〃E　K2892譜例中のResp

はresponsor1a1chantmgの略。

21）ヨブ記は1070節のうち2部分構造1000，3～4部分

構造67，5部分構造3。蔵言は915節のうち2部分構造

870，3部分構造30，4～5部分構造a　few。詩篇はす

べて2部分構造。

「ヨブ記、蔵言，詩篇の3書にみられる2部分構造は

pub11c　smgmgとresponseに関連があるようにも思

われる」JM　p．56

旧約聖書のJob，Proyerbs，Psa1ms以外のほとんどは

散文でnarrat1ye形式。

22）FHB　p43ff参照。
23）　JM　p．56

24）各詩篇の内部の節には，3部分構成の箇所もある

（4〃W〃s．519（Nr．7）二下の譜例参照）。

　　　　　Ps．92，8（日本語訳では92，7）
　　　　　工

　　　　　岬一ro一小ポ主い・凧　　　kε州‘・一・亨』，

　　　皿　　　　　　　　　　　　　　　　　皿

　　　・仲・言1－1叫仰孔肌一叩パを林；へ・・邑一払パえ一4・（4．

（第I部分と第皿部分は，同型モティーフによってい

る。）

25）4〃W〃s516，P　Wagner，肋ヅ泌1㈹〃g舳
肋gブ昭or｛〃z｛36ん刎MθZo肋η，∬1921s．85参照。

26）〃L　p8，FHB　p43参照。たとえばPs19，2
（日本語訳では19，1）。「天は神の栄光を語り告げ／大

空は御手のわざを告げ知らせる。」

音 楽　研　究

27）以下，日本語訳聖書の引用は，すべて，日本聖書協

会発行の「聖書」（1962）によった。

28）〃P・62（No．1）；4－MW∫γs．519（Nr．2）

29）　〃Z．P．7

30）F1｛BP43ff，ルτ工。P8

31）　8B　p．418

32）注15）参照。

33）冒頭に「ハレルヤ」の旬をもつ詩篇。注15）参照。

34）Ps・146は，例外である。そこでは，通例のLθgαr一

伽んのかわりに肋鮒r（1」）がつけられている。

肋鮒は，声の持続する上昇旋律である　（Ibn　Ba1‘一

aam）。なお，Ps146以外のOpenmg（Imt1a1）rハ

レルヤ」は，全部ム昭α舳θんである。

35）詩文の末尾に「ハレルヤ」の詩旬をもつ詩篇。注

15）参照。

36）　8づ〃〃q：（！）＜J〃P．70；（：1）く〔3B　p．417

37）　Rθ碗α’一＞Jl〃P．70

38）ヘフライ語の語源は，H11hu1，Hエ1hu11m（P1）＝

women－tr111s，awfu1ca11s，cr1es　agamst　the　EY11

Eye．rハレルヤ」の歴史的・民俗的起源については，

FHB　p．46を参照。

39）注15）参照。

40）Ha11e1－psa1m（Psa1m　of　Pra1se）は，ユタヤ人

のあいだでは，Passover　mghtにうたわれる。家族が

テーフルを囲んで行なう家庭儀式でExodusの物語り

が再び語られるとき，婦人・子どもによって，周期的に

“Ha11e1u1a”ということばが発せられる。（FHB　p43
ff．）

41）FHB　p．48参照。（ユダヤ教とキリスト教の，初

期の接触についての記述がある。）

42）Rω雌∂〃C肋〃彦Gr6goブ如〃，Woム35（Paris1930

／1），柵．3p．73ff．一A．Gastou6，Cんα械J秘ゲ砿

Cんα励Gr6goブ｛舳一参照。

43）注27）参照。

44）イェメンの例（HOM81）参照。

45）Rθwκ6〃Cんα刎Gブ6go〃舳，γoム85（Paris1930

／1），1＼b．3p．73＜A．Gastouき，Cんα肋〃ゲ砿Cんα肋

G晦oブ伽

46）　JM　p，7；21

47）Ho∫〃〃zα二〇h，he1p！

48）A〃θ㈱二Answer　us！

49）ユタヤ教のprecentor→キリスト教のcantor，

p鵬centor，Pronunc1ator　psa1皿1（JM　p109参照）

50）事情は異なるが，アラブの古典音楽の即興演秦に挿

入される感嘆詞「アイワ」「アラー！」などに似てい

る。

51）　JM　p．103；1Og

52）たとえぱ，‘K11eo1am　Chasdo’（r主の恵みはとこ
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しえまで」）　（Ps．118，1～3；136）

53）たとえば，Deut．27，14～26

54）　JM　p．20

55）JM　p　20（Ide1sohnは，“Ha11e1”をPs　113～

118としている。本稿。注15）参照。）

ハレルヤ詩篇のこの形態によるうたい方は，イエメンの

共同体にみられる。

ユダヤ人の礼拝の中で，復活祭などの大きな祭祀のよ

うな特別の場合に，応答の形でうたわれる詩篇も，この

形式ピ）に属する（A．Gastou6，Cんα肋λガ助Cん”砿

Gブ6gorを〃＞R3肌κ∂〃Cん”砿　Gr6gor如〃，ηoム　35＿

Paris1930／1一地．3参照）。

　①　ノリストConf1temm1（Hodou1’Adona1）の最初

　　の節をうたいはじめる

　②コーラスくりかえす

　③　ソリスト　次の節をうたう

　④　コーラス　最初の節をくりかえす

56）バビロニアのユダヤ人は，この形式りで、今なお，

Passoverの“Ha11e1”をうたう。

75）Gebetの古写本の最古の構成部分は5世紀までに書

かれた。これは，ある部分は聖書の節・旬から，またあ

る部分は散文から作成されている。Gebetは3種の聖書

のテトラコードでうたわれる。すなわち，祈祷（歌）旋

法は，古代聖書旋法から派生した申世ユダヤ音楽旋法で

ある。JM72ff・；Groηθ〃p．628参照。

聖書旋法と祈祷（歌）旋法との関係。Pentateuch→

Tef111a，Prophets，Lamentat1ons　Psa1ms→Se11cha，

Mogen－Oyos，Job，（Psa1ms）→V1ddu1

聖書旋法，祈祷（歌）旋法は，ユダヤ音楽のもっとも古

く。もっとも真正なセム1才リエント的要素の一部を構

成しており皇後世のユダヤ音楽創造の基礎となった。

58）HB　l　s．150～151なお艮本稿p．38r詩篇の最古の

うたい方」……参照。

59）E　Wemer，脇∫伽Zλ功66な〆加1）θα∂8εα

＆roZZ5＞ハ伽3κo119伽れぴZツ（Jan　1957），ηol　Xム∬Z

No・1のおもに∬1’（P．32～36）を申心にまとめた。

60）Essene＝0ne　of　an　anc1ent　Jew1sh　sect，cha卜

acter1zed　by　certa1n　myst1ca1　tenets　and　ascet1c

practices，and　by　a　cenobitica11ife．（0．且D，1∬

P．295）

6i）A・Gastou6，C1zα枕山ムびθz　C1zα肋Gr6goれ伽＞

Rθ肌κ∂z4Cんo1肋Gフ・6go〃αz　Vloム　35（Paris1930／1）、

1＼b．3

62）Therapeut肥＝A　sect　of　Jewish　mysitcs　residing

mEgyptmthef1rstcenturyAD，d．escr1bed1n
a　book　attributed　to　Phi1o．※（0．且D－Xl　p．280）
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跳phエ1o　（A1eksandre1aの）＝c　30∀　Chr～c．45

n．Chr．ギリシァのユダヤ人哲学者→岩波西洋人名辞典

　（岩波書店1956）P．1163参照。

63）ただし，これは，Exod．15（‘‘The　Red　Sea”）に

ついてだけで，その他はわからない。

64）古典的antiphonは3部分形式［ABAコ。Aは聖書

の序文の節，BはPsa1terあるいはcant1c1eからの

挿入節からなる。第3部のAは、しばしば，theLesser

Doxo1ogy（G1or1a　Patr1）またはA11e1u1aでおきかえ

られる。もっとも性格的な特徴は，chora1refrainと

聖書引用旬の結合である（E　Wemer，脇3καZ　A5卿姑

〆伽Dω∂86α3ぴo〃・＞五∫鮎｛・α1g鮒炊Zツ（Jan．

1957），ηoZXZ・11Z，1Vb1p35～36）

65）同上童p35～36

66）同上書申の引用例参照。

67）同上書　P，36

68）本稿p．40および，注62）参照。

6⑭）E．Wemer，〃〃3｛6αZん卿な〆伽1）ω6＆α
3oηo〃5＞M〃∫καZ9〃αr加㌘Zツ　（Jan　1957），ηoZ　X1二1二1＝I

肋．1p．36

70）イエメンには，一連の音楽形式として、結婚式の歌

がある。〃GGV∬s．268；Gブoη8∬1p．307；〃L付

録テープ（No．4）参照。

71）MGGη1’s．250参照。

72）MGGW工s．268（Nr．9）一r，（）印は筆者。

73）1〃ム閉θZ　To6αツ（Deben　Bhattacharya）（Wセ5ト

伽加5姥r　HトF；WlF12026－12029）ηoム3，side1，

band6→拙稿くユダヤ音楽採譜ノート＞16

74）”L付録テープ（No．1）→拙稿＜ユダヤ音楽採譜

ノート＞26

75）〃L　p．4参照。

76）0〃山ω63んM螂｛o　（丁加Rαあo8励｛o〃q戸油3

γo106げZ｛o〃G9一〃R7828）No．4→拙稿＜ユダヤ

音楽採譜ノート＞4（同じ曲を女声でうたっている例も

ある。拙稿，1965年度東京芸術大学音楽学部楽理科卒業

論文「ユダヤ音楽における古代的諸要素について」p．

147注3）参照）

77）肋115ザαθZ7七∂αツ（Deben　Bhattacharya）（τ肌5ト

：ηz肋3加ブH；一亙乞τyF12026～12029）ηo1．3，side1，

band3→拙稿＜ユダヤ音楽採譜ノート＞15（旋律型

は。このレコードに入っているだけでも，14回反復され

ている）

注で用いた略号

FHB　　　E　Gerson＿K1w1HαZZθ1吻α伽∂J泌zZz43〃z

　　　　　Hθろrεω一0r如肋αZ　Cんα励．　（Fθ5娩1zr批

　　　　　Hα刀ザκんBθ35θ1ぴ，Le1pz1g1961）
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E. Gerson-Kiwi. Folk Music : Jewish 

(Grove's Dictionary of M'usic, Vol. 111, 

Fifth Ed., London 1954) 
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Erster Teil, Berlin 1930) 
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Kiwi . Jiidische Volks7nusik ; Gerd Benja-

min Pinthus=E. Gerson-Kiwi. Das 

Musikleben in Israel . (1~4lusik in Geschichte 

und Ge*(fenwart VII) 

E . Gerson-Kiwi . The Musical Le_aacy of 

Ancient Isl-ael 

E . Werner. The Sacred ~ridge . London-

New York 1959. 

ldelsohn. Parallelen zwischen Gregor-

ianischen und Hebr. orientalischen 

Gesan*aweisen (Zeitschr. f. Musikwissen-

schaft IV, Leipzig 1922) 
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